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問 1 選択ソートのアルゴリズムを用いて、配列 a[11] = {0, 23, 12, 48, -4, 22, 35, 88,
30, 15, 11}を昇順にソーティングしなさい (空欄を埋め、下表を完成しなさい)。ただし、要素

a[0] = 0はソーティングの範囲に含めないで、要素の入れ替えが起こる度に次の行に新たな配列

を記述すること (テキストの Stepとは関係ない)。

{0, 23, 12, 48, -4, 22, 35, 88, 30, 15, 11} 初期値

{0, -4, 12, 48, 23, 22, 35, 88, 30, 15, 11}

{0, -4, 11, 48, 23, 22, 35, 88, 30, 15, 12}

{0, -4, 11, 12, 23, 22, 35, 88, 30, 15, 48}

{0, -4, 11, 12, 15, 22, 35, 88, 30, 23, 48}

{0, -4, 11, 12, 15, 22, 35, 88, 30, 23, 48}

{0, -4, 11, 12, 15, 22, 23, 88, 30, 35, 48}

{0, -4, 11, 12, 15, 22, 23, 30, 88, 35, 48}

{0, -4, 11, 12, 15, 22, 23, 30, 35, 88, 48}

{0, -4, 11, 12, 15, 22, 23, 30, 35, 48, 88}

問 2 テキストを参考に、選択ソートによって昇順にソーティングするソースプログラム「選択

ソート：昇順」(report12 01.c)を作成しなさい。ただし、要素 a[0] = 0とし、ソーティング

の範囲に含めないこと。さらに、ソースプログラムをコンパイルし、実行可能ファイルが正しく

動作するか確認しなさい。なお、作成したソースプログラムは印刷してレポートに添付すること。

注意：問 1の表のように、ソーティングの過程が観察できるようなプログラムにすること。

解答例 別紙を参照のこと。

問 3 問 2のソースプログラム「選択ソート：昇順」(repport12 01.c)を書き換えて、降順に

ソーティングするプログラム「選択ソート：降順」(report12 02.c)作成しなさい。さらに、ソー

スプログラムをコンパイルし、実行可能ファイルが正しく動作するか確認しなさい。なお、作成

したソースプログラムは印刷してレポートに添付すること。

解答例 別紙を参照のこと。



問 4 バブルソートのアルゴリズムを用いて、配列 a[11] = {0, 23, 12, 48, -4, 22, 35,
88, 30, 15, 11}を昇順にソーティングしなさい (空欄を埋め、下表を完成しなさい)。ただし、

要素 a[0] = 0はソーティングの範囲に含めないで、要素の入れ替えが起こる度に次の行に新た

な配列を記述すること (テキストの Stepとは関係ない)。

{0, 23, 12, 48, -4, 22, 35, 88, 30, 15, 11} 初期値
{0, 12, 23, 48, -4, 22, 35, 88, 30, 15, 11}

{0, 12, 23, -4, 48, 22, 35, 88, 30, 15, 11}

{0, 12, 23, -4, 22, 48, 35, 88, 30, 15, 11}

{0, 12, 23, -4, 22, 35, 48, 88, 30, 15, 11}

{0, 12, 23, -4, 22, 35, 48, 30, 88, 15, 11}

{0, 12, 23, -4, 22, 35, 48, 30, 15, 88, 11}

{0, 12, 23, -4, 22, 35, 48, 30, 15, 11, 88}

{0, 12, -4, 23, 22, 35, 48, 30, 15, 11, 88}

{0, 12, -4, 22, 23, 35, 48, 30, 15, 11, 88}

{0, 12, -4, 22, 23, 35, 30, 48, 15, 11, 88}

{0, 12, -4, 22, 23, 35, 30, 15, 48, 11, 88}

{0, 12, -4, 22, 23, 35, 30, 15, 11, 48, 88}

{0, -4, 12, 22, 23, 35, 30, 15, 11, 48, 88}

{0, -4, 12, 22, 23, 30, 35, 15, 11, 48, 88}

{0, -4, 12, 22, 23, 30, 15, 35, 11, 48, 88}

{0, -4, 12, 22, 23, 30, 15, 11, 35, 48, 88}

{0, -4, 12, 22, 23, 15, 30, 11, 35, 48, 88}

{0, -4, 12, 22, 23, 15, 11, 30, 35, 48, 88}

{0, -4, 12, 22, 15, 23, 11, 30, 35, 48, 88}

{0, -4, 12, 22, 15, 11, 23, 30, 35, 48, 88}

{0, -4, 12, 15, 22, 11, 23, 30, 35, 48, 88}

{0, -4, 12, 15, 11, 22, 23, 30, 35, 48, 88}

{0, -4, 12, 11, 15, 22, 23, 30, 35, 48, 88}

{0, -4, 11, 12, 15, 22, 23, 30, 35, 48, 88}



問 5 テキストを参考に、バブルソートによって昇順にソーティングするソースプログラム「バ

ブルソート：昇順」(report12 03.c)を作成しなさい。ただし、要素 a[0] = 0とし、ソーティ

ングの範囲に含めないこと。さらに、ソースプログラムをコンパイルし、実行可能ファイルが正

しく動作するか確認しなさい。なお、作成したソースプログラムは印刷してレポートに添付する

こと。

注意：問 4の表のように、ソーティングの過程が観察できるようなプログラムにすること。

解答例 別紙を参照のこと。

問 6 バブルソートでは、ある Stepから要素の交換が全く起こらなくなる場合がある (その配

列はソーティングが完了し、最終 Stepまで実行する必要が無い)。問 5のソースプログラム「バブ

ルソート：昇順」(report12 03.c)を改良して、要素の交換が起こらなくなた場合、以後の Step

を省略するようなソースプログラム「バブルソート：昇順：改良」(report12 04.c)を作成しな

さい。さらに、ソースプログラムをコンパイルし、実行可能ファイルが正しく動作するか確認し

なさい。なお、作成したソースプログラムは印刷してレポートに添付すること。

解答例 別紙を参照のこと。


